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論  文  名 ヘーゲル哲学における思弁の生成 
本論文は、ヘーゲル哲学における最重要な鍵となる「思弁」概念の生成過程を、新しい多様な仕方
で精緻に分析し、ヘーゲルの思弁哲学の意義と射程を解明すべく試みた意欲的なものである。従来の
ヘーゲル哲学研究に見られる論理的術策に溺れた難解な叙述ではなく、啓蒙思想、教育思想、教養教
育、人倫思想などに関するヘーゲルの具体的な思想的進展に即した「思弁」概念の解明に取り組み、
明快な解読に成功している。全体は第Ⅰ部「啓蒙から思弁へ」、第Ⅱ部「思弁と教養形成」、第Ⅲ部「思
弁と共同」、第Ⅳ部「思弁の視野」の 4部の全９章、および序論と結論から構成されている。 
第Ⅰ部は 18 世紀後半の啓蒙思想とのかかわりにおいてヘーゲルにおける思弁の意味を明らかにす
るものである。メンデルスゾーンとカントの「啓蒙」をめぐる論争に、ラインホルトがかかわる視点
から検討を加え、さらにはニートハンマーの常識哲学を取り上げるなど、新しい資料を駆使して啓蒙
および常識とヘーゲルの思弁との関係を鮮明にする。すなわち、ヘーゲルは啓蒙および常識と思弁と
の同一性を丹念に探り、主体における意識と無意識の生き生きとした統一性にその可能性を読み取っ
たというのである。さらにシェリングの同一哲学を材料に哲学の「秘教性」と「公教性」の差異が論
じられ、ヘーゲルの思弁哲学が両者の綜合を企図して構想されたことが明らかにされる。 
第Ⅱ部では、青年期の一時期を共有したヘルダーリン、シェリング、ヘーゲルの思想的出発点と、
その後の分岐の経緯を追いつつ、もう一人の友人ニートハンマーの教養形成論を手掛かりに、ヘーゲ
ル哲学の実践的・方法論的側面から思弁概念が浮き彫りにされる。さらには、カントの『哲学的エン
ツュクロペディー講義』を材料にヘーゲルの教育論が比較され、ヘーゲルにおいて「自ら考えること」
と主体の教養形成とが不可分に一つになる経緯が思弁を介して明らかにされる。 
第Ⅲ部では、思弁的思考と客観精神(人倫)との関係が、イェーナ時代のヘーゲルにおけるアリスト
テレスの「全体は個別に先立つ」というテーゼ受容の問題と重ねあわされて論じられる。すなわち、
人間の共同存在が個別(主体)と普遍(共同体)の近代的な主体の「理解」の問題として発展史的に分析
され、ヘーゲル哲学におけるアリストテレス受容の意義が改めて強調される。さらにイェーナ後期の
「作品」概念の分析を通して、「作品」を通した共同体における「個別者の救済」が描出される。 
第Ⅳ部においては、1830年の『エンツュクロペディー』での「思弁」の定義に即して、その構造が
細かく分析され、思弁概念の生成的特徴が明らかにされる。さらにはヘーゲル死後のシェリング哲学
の「脱自」とヘーゲルの「思弁」が対比され、後者の非完結的な思考の律動性が明示される。 
以上の論述は先行研究を綿密に吟味しながら、ヘーゲル哲学における「思弁」概念の意義を明らか
にしたものであり、その成果は斯界の発展に大きく寄与するものであることは疑いを容れない。よっ
て本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
